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「高校生」として「大人」として生きる！

令和４年４月１日、法律の施行により１８歳成人が誕生します。５か月
後に迫った歴史的瞬間を迎えるに当たり、生徒諸君は高校生として、仁高
生として、「『大人』とは」を問い続けてください。

仁賀保高校では、「人」が高校生として成人を迎えるための教育活動を
推進しております。すでに「１８歳選挙権」の施行により、参政権を得て
いる生徒は、投票行動を伴う選挙に参加しています。学校教育では、これ
までも児童会や生徒会の活動を通して、人権意識や民主主義の涵養を担っ
てきました。生徒諸君は、選挙を身近に感じていると思いますし、政治に
ついて主体的に学び、社会生活を送っていると思います。

１１月５日（金）には、生徒会役員選挙があります。昨年の立会演説会
では、にかほ市選挙管理委員会の協力を得て、投票箱や立会人も世の中と
同じ設定で実施しました。立候補者と応援者の演説は、大変立派で会場の
雰囲気は非常に厳粛でした。情報メディア科の協力で選挙ポスターも作成
し、新聞にも大きく取り上げられたことは、記憶に新しいと思います。

このように高校生が、選挙で一票を投じることは、民主主義社会の基本
的かつ根源的な行動です。「人」が、一人ひとりかけがえのない「唯一無
二の存在」として、平等に与えられた権利を行使することは、自分の存在
と社会のあり方について意思表示し、よりよい世の中（学校）を築いてい
くための貴重な機会です。意思表示は、同時に他者の理解と尊重につなが
り、主義主張の異なる人にも敬意を表しながら、社会（民主主義）のルー
ルに則って、多様な人間が共存する世界を創ってゆく活動へと導かれます。

３年生は、「総合的な探究の時間」が本格始動した一期生です。これま
で地域資源（いちじく、番楽、ジオパーク）を知り、大学生が企画したフ
ロムプロジェクトへの参加を通して、地域活性化のヒントを学びました。
１１月１８日（木）には、集大成として「にかほ市よい街プロジェクト」
と題した発表会を開催します。にかほ市との連携協定を踏まえ、地域を巻
き込んだこの企画には、生徒を「地域の重要な担い手」と認知して、「大
人」扱いしてくださる、にかほ市民への感謝の気持ちが秘められています。
翌週の２５日（木）には、代表グループによる公開発表会を開催し、その
様子はオンラインで配信する予定です。

仁賀保高校では、高校生を「大人」として期待し、自覚と責任を持って、
地域社会に感謝し、牽引する「人」を育成します。「人」が支え合って、
地域を創ってゆくことを実感するためには、地域の皆さんが仁高生との関
わりを密にし、生徒のアイデアを活性化のヒントとして、地域の課題解決
策を手を取り合って考えてゆこうと行動することが大切です。

「大人」は相手の心を思いやり、他者を尊重し感謝しながら、他者を幸
せにする存在であると私は思います。仁高生には、地域の「大人」、地域
住民が諸君に期待し、地域の活性化を進めて欲しいと願っていることを心
して欲しいのです。
「大人」として認められ、頼りにされる高校生が誕生する時代の幕開け

が迫る今こそ、仁高生の心意気と行動力に期待しています。

★ アイコンタクト（ｉ con t act３）を心がけてください。目と目で通じ合い、 face
to face で向き合いながら、「考えながら行動する」笑顔の素敵な人間たれ！

★ メモをとる習慣を確立しましょう。生徒手帳をフル活用してください。メモをと
る習慣は、将来必ず役に立ちます。

★ 意識力＝意思・意志（瞬間）＋気力（持続）です。意識力を育成することで、学
ぶ力が増幅します。考えたことを継続してやり抜きましょう。

★ ＧＴＨは、「疑問→探究→発見」という学びの方程式です。
★ 「自己有用感」を高めてください。そのためにあなたは何に挑戦しますか ?

自分が誰かの役にたつためには、感謝の心と自己肯定感を持つことが大切です！
★ ＮＰＴは仁賀保高校プログラミング思考の略称です。ＮＰＴを意識して、学びを
活性化しましょう。プログラミングは、 Trial＆ Errorで進めましょう！

★ 「自分事」「当事者意識」を持って取り組む仁高生に変身しましょう！


